第４学年　道徳指導案

日　時　平成25年11月22日（金）第３校時　　　　

場　所　御嵩町立上之郷小学校　４年生教室

授業者　第４学年担任　　　　　　　　　

１　資料名　『　はるかのひまわり　』　　　３－②　生命尊重　
２　ねらい　　
命が有限であることに気づき，自他の命を大切にしようとする心情を育てる。　
３　展開　
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	１、「はるかのひまわり」について知る。
　〇「はるかのひまわり」とは，どんなひまわりなのだろうか。

・はるかが育てたひまわり。

２、資料「はるかのひまわり」を読み，いつかの気持ちを中心に考え話し合う。

○「もう，いやや。地震も，ひまわりも，はるかの思い出も，何もかも箱に詰めて，海の底へ沈めてしまいたい。」と，自分自身への苦しい問いかけが続いたとき，いつかさんはどんな気持ちだったでしょうか。
・はるかに悪かった。私はもっとはるかを大切にしておくべきだった。

・私はなぜはるかを助けてあげられなかったのか。

・どうして私は生きているのだろうか。
・はるかだけ死なせてしまった。自分もはるかの所へ行きたい。謝り
たい。
３、ひまわりの種を渡す姉の気持ちを考え話し合う。
○いつかさんは、なぜ全国の小・中学生に地震の体験を伝えて歩くようになったのでしょうか。

・地震の怖さを知ってもらいたい。

・自分以外にも家族を失って辛い思いをしている人たちがたくさん
いると知ったから。
・自分の命も相手の命も同じように大切にして欲しい。
・家族を悲しませないために，自分自身を守ることを考えなくてはい
けない。
・家族や友だちといつもなかよく，くいなく生活することが大切。
４、「自分の命と相手の命というものを、いつも大切に見つめてくだ
さい。」とはどういう意味か話し合う。

・自分の命も相手の命も同じように大切にする。
・家族や友だちといつもなかよく，くいのない生活をする。
５、いつか宛に、命についての考えや思いを手紙にして書く。

６、教師の説話

・水難事故に出会った体験談を話す。
	・なぜ，「はるか」という名前がついているか
考えさせることで，資料への導入とする。

・妹を亡くした姉の悲しみ辛さに共感させる。
【防災教育の観点】
≪生き方≫　

生命の重さ，生命の唯一性，有限性を実感し，自分の命を守ることの重要性に気づくことができる。


【人権教育の観点】

≪自己啓発力≫

生命を大切にすることは「精一杯生きること」であることに気付くことができるようにする。
・残されたものがやっと苦しみから脱して，
自分が今，何をしなければならないのか
考え抜いた結論であることに気付かせる。
・幼くしてなくなったはるかが，かわいが
っていた隣のオウムのエサであったひま
わりなので，はるかのぶんまで一日一
日を大切に生きることの大切さやありがた
さを感じとらせる。
・自分の命だけでなく，相手や自分のまわ
りにいるすべての人の命を大切にする言
動をとることの重要さに気づかせる。
・いつか宛に、命について考えたことや自分がどのように命を守って行くかを手紙に書き、命の大切さについて考えたことを表現させる。


